
 

 

 

 

宇治市「効果は限定的」と拡充を拒否 

 子どもの医療費助成を１８歳まで拡充す

る自治体が広がっています。 

 子育て支援の強化のためにも、医療費助成

の１８歳までの拡充は宇治市でも必要です。 

 ６月定例会の一般質問で党議員は、１８歳

までの医療費助成の拡充を求めましたが、市

は「高校生年齢への拡充については、子育て世

帯の負担軽減効果は限定的」として「対象年齢

の拡大は行わない」と答弁しています。 

 

高校生でも医療費負担は重いと追及 

 市は「負担軽減効果は限定的」としている根

拠として、厚生労働省が毎年発表している国

民医療費の概要に基づいて、２０代前半まで

は年齢が上がるにつれて医療費の額が下がる

傾向があり、中学生年齢と比較して、高校生年

齢の医療費が低くなる傾向をあげています。 

 党議員は、京都府の資料で国民健康保険の

１人あたりの医療費は、「中学生年代より高校

生年代の方が高い傾向にある」と追及。 

 ２０２１年の京都府の資料では中学生が入

院外で１人あたり７７，６３１円の医療費だ

ったのが、高校生では７８，５３８円となって

おり、市の「医療費の額が下がる」「負担軽減

効果が限定的」との考えは間違っています。 

 しかし市は答弁で、宇治市としては厚生労

働省の毎年の数値を根拠としていると答える

だけで、京都府の資料にはふれず、まともな答

弁をおこないませんでした。 

 

自治体で広がる１８歳までの医療費助成 

党議員は、「２０１４年に１８歳までの医療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費助成をおこなっていた自治体が２０１だっ

たのが、２０２１年には８１７自治体に６０

０自治体以上増えている」と指摘。 

 また、京都府の医療費助成制度が、通院の医

療費助成を３歳まで実質無料としていたもの

を、今年９月から１２歳まで実質無料に拡充

するもとで、京都府の制度に上乗せをして、中

学校卒業まで実質無料としていた自治体の多

くが、高校卒業までの医療費無料化に足を踏

み出しています。 

 

 党議員は「周辺自治体も次々と制度の見直

しを進める中、宇治市だけが取り残されない

ように早急に制度の充実をするべき」と市を

追及しました。 

 

 

18 歳までの医療費助成をおこなう京都府の自治体 

 

 

京丹後市 大学生まで助成制度あり 

福知山市 今年度から高校生の入院を無料に 

南丹市 すでに入院・通院が高校生まで無料 

亀岡市 今年度から高校生通院・入院無料化 

長岡京市 今年度から高校生の入院を無料に 

八幡市 今年度から高校生通院・入院無料化 

向日市 今年度から高校生の入院を無料に 

京田辺市 今年度から高校生通院・入院無料化 

京丹波町 昨年度から高校生入院・通院無料化 

大山崎町 今年度から高校生入院・通院無料化 

久御山町 今年度から高校生通院も無料化 

（入院はすでに無料） 

井手町 すでに入院・通院が高校生まで無料 

和束町 すでに入院・通院が高校生まで無料 

南山城村 すでに入院・通院が高校生まで無料 

子どもの医療費助成を１８歳まで拡大せよ 
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